
「ささえるスポーツ」の推進における課題 

人口減少、少子高齢化の現代におけるスポーツ振興上の課題 

 
・地域スポーツイベントの存続が困難（担い手不足、協力者不足） 

・競技スポーツのチーム数が減少 

・働き盛り、子育て世代のスポーツ離れ 

・中山間地域の人口減少でスポーツ機会が減少 

幼少期における地域での集団遊び（おにごっこなど）の機会減少 

         
 
スポーツに関わる（する・みる・ささえる）人の増加策を考える必要がある！ 

 
 

当市の主な取組み 

 

「する」人を増やす 

・スポーツの選択肢を増やす アーバンスポーツ、eスポーツ       
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 ・年齢、国籍、障害の有無に関わらず取組めるユニバーサルスポーツの普及 
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「みる」人を増やす 

 ・アルビレックス BB、BC との連携によるプロスポーツの観戦機会の増加 

 
「ささえる」人を増やす 

 ・運営スタッフの体験機会（学生） 

 ・スポーツイベントの企画・運営体験（学生） ささえるスポーツ活動  
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上記に加え、 

 スポーツを広める方策の検討も必要。 
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